
第２２回 ジョン・ケンドリック杯小中学生スピーチコンテスト 
～ 2015 年 12 月 6 日、子どもたちの英語が、生き生きと会場に溢れる! ～ 

 

 「昨日に封切られた日本とトルコの合作映画『海難１８９０』の史実をさかのぼること約

１００年、日米の交流はそこから始まりました」という支部長挨拶の後、小中学生を対象に

した英語スピーチコンテストが、和歌山市中央コミュニティセンターで始まりました。 

 このコンテストは、ペリー来航に先駆けること６２年前の１７９１年(寛政３年)４月２８

日、和歌山県串本の紀伊大島にある樫野に、交易を望んで来航したアメリカ船「レィディ・

ワシントン号」の船長であり、指揮官でもあったジョン・ケンドリック氏の偉業を顕彰する

ことを目的として、１９９２年から始まり、京都外国語大学校友会和歌山支部が受け継ぎ５

年目の支部事業となります。 

 コンテストでは、来賓として赤崎副会長、桟

敷副会長、清滝書記をお招きし、児童生徒・審

査員・指導者・家族・校友会関係者・実行委員

スタッフら合わせて約１２３名が見守る中、小

学生１２人と中学生１２人が日頃の学習の成

果を披露しました。小学生の部では、イソップ

物語から「The Lion and the Mouse(ライオン

とねずみ)」、和歌山県教育委員会の日本昔話英

語読み聞かせ教材から「Kintaro(金太郎)」、イングランド民話から「Jack and the Beanstalk

（ジャックと豆の木）」といった課題文を英語で暗唱し発表しました。中学生の部では、祖

父の戦争体験を通しての自分の考えや、ノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさん

から学んだこと、自分に良い影響を与えた有名人など、自由な内容の英文を４分以内にまと

め発表しました。子どもたちが一生懸命に発表する姿勢や表現力が聴衆の心に響き、たくさ

んの感動を与えてくれました。 

 京都外国語大学よりジェフ・バーグランド教授、河野弘美先生、校友会和歌山支部会員で

高校教諭の高橋洋次先生、和歌山県外国語指導助手のエレイン･ヤン先生を審査員に招き、

暗唱度・発音・アクセント・イントネーション・表現力・スピーチ内容などにポイントを置

いて審査が行われました。スピーチ終了後、バ

ーグランド先生からは、「全体として素晴らし

い内容のコンテストであったが、英語独特の

発音の大切さ、相手にじっくりと語る時の表

現や間の取り方を磨いてほしい」とお言葉を

いただきました。 

 審査の結果、小学生の部では、課題文「The 

Lion and the Mouse(ライオンとねずみ)」を発



表した和歌山市立貴志小学校６年生の西本朱

里さんが最優秀賞に、和歌山市立松江小学校６

年生の西紅音さんと、同小学校６年生の濵地里

菜さんが優秀賞に、特別賞に岩出市立上岩出小

学校６年生の脇田七愛さんが輝きました。ま

た、中学校の部では、「We Can  Change the 

World」と題してスピーチした九度山町立九度

山中学校２年生の櫻井咲希さんが最優秀賞に、

県立日高高校付属中学校２年生の稲田優さんと、和歌山市立東中学校１年生の川端菜々花

さんが優秀賞に、特別賞に和歌山市立西浜中学校２年生のマッカボイ葉奈さんが受賞しま

した。なお、大学からは参加賞のボールペン、校友会本部からは入賞者の副賞として電子辞

書と、参加賞のスポーツタオル、和歌山支部か

ら入賞者への楯と全員に図書カードが贈られ

ました。大会後には和歌山支部から出場者全員

に記念写真と審査員４人のコメントペーパー

(写し)を送り、今後のスピーチ力向上に役立て

てもらうことにしました。出場した子どもたち

一人ひとりにとって、今後の大きな励みになる

ことでしょう。 

 また、今年度は審査発表までの間に、和歌山支部会員の栗本律恵先生指導による３人の小

学生による子ども英語落語を聴かせて頂きました。子ども英語落語は、表現方法や間の取り

方、落語のお話を想像し引き込まれてしまう雰囲気に魅了されました。当日は、会場全体が

英語一色に包まれた爽やかな一日となりました。 

 私たち和歌山支部は、将来を担う子どもたちが大きな志をもち、郷土に誇りを抱き、広く

世界に目を向けることを大切にしたいと考え

ています。また、国際語としての英語を生きた

言葉として学習し、身につけていくことは極め

て重要な意味をもっていると感じていま

す。”PAX MUNDI PER LINGUAS ― 言語を

通じて世界の平和を―”の京都外国語大学建学

の精神を生かせる社会貢献活動のひとつとし

て、和歌山支部会員が力を合わせて楽しみなが

ら取り組んで参りたいと思います。 

 なお、コンテスト開催に際し、和歌山県教育委員会、京都外国語大学・短期大学、京都外

国語大学校友会本部からご後援を、そして大学及び校友会本部から審査員の派遣、参加賞や

副賞のご提供、日米協会和歌山からご支援頂きましたことを心より感謝いたします。 



 


